
特定非営利活動法人ちくしっ子ネットワーク 

第９期（平成２６年度）第２回定例理事会議事録 

 

１. 日 時：平成２６年８月２３日（土）２１：１５～ ２１:５７ 

２. 場 所：原田小学童保育所 新館 

３. 出席者理事 ２０名   

欠席者理事     ４名（山川 綾理事、立石 薫理事、武藤和子理事、萩尾美由紀理事） 

その他出席者    監事２名（堀之内祐美子監事、長澤典子監事） 

         運営委員会４名（荒尾指導員、井上指導員、佐藤指導員、富尾指導員）   

議事 

１. 基本理念唱和 

 

２. 理事長挨拶 

 

３. 審議事項 

二日市北小学校学童保育所の指導員駐車スペースの確保に関する予備費流用の件 

 

４. 協議事項 

    ①田上副理事長辞任に係る互選について 

 

    ②福田専務理事辞任に係る今後の体制について 

 

１. 基本理念唱和、及び２．理事長挨拶については先の代表者会議で行われたため割愛する。 

 

《議長指名》 

議事に先立ち、定款第３８条の規定により横田理事長が髙木副理事長を議長指名し、髙木副理事長

が受諾した。 

 

《定数確認》 

理事２４名中、出席理事２０名で定足数を満たしており、定款第３９条の規定により有効に成立す

る旨の報告がされた。 

 

３．協議事項 

 （議長）より協議事項①について執行部に説明が求められた。 

（専務理事）より「指導員・保護者会から、指導員の駐車スペースが足りないとの相談を受けた。 

学校長からの提案もあり、７月の支援課との定例会に田上副理事長と専務で対応した際『支援課を

通じて教育委員会にも働きかけ学校内敷地に駐車スペース確保のため校内空きスペースの整地』を

依頼したが、予算の都合上、実施できないとの回答があった。学校の協力もあり、体育館裏の空き

スペースにとめさせて頂いていたが、そこもクーラーの室外機の設置により、駐車できなくなった。 

PTA の役員でもあり、学童の理事でもある石橋氏を中心に動いていただいたが、校内の駐車は現実

的に難しく、学校教職員が駐車場を使用しない夏休み期間が終わると、指導員が駐車する場所はな

くなってしまう。徒歩での通勤を試みたが、指導員は原則として校区外からの雇用であるため、徒

歩での通勤は困難であった。また、学童用品の買い出しなどの日常業務にも車は必要であり、車で



の通勤は不可欠である。こうした状況から、学童の業務が滞りなく遂行されるよう、指導員の駐車

スペース確保のために保護者会から要望書が出された。対応策として、近隣の月極駐車場の利用を

考えている。この費用は 26 年度予算に計上されていないため、予備費（15,612,961 円）からの流用

となる。このため、本日の理事会で審議いただきたい。近隣の月極駐車場料金 1か月分の相場が 6,500

円となっている。指導員の人数 7名分で 1か月、45,500 円となる。校内に駐車できる目途は今のと

ころ立っていないが、夏休みが終わった 9月 1日から学校の教職員、学童の指導員の人数が変わら

ない、今年度一杯平成 27年 3月 31 日までの 7カ月間分 318,500 円を予備費より流用することを提

案する。」旨の説明がなされた。 

 

（議長）より専務理事の説明について質問や意見が求められた。 

 

（田上副理事長）より「本来職員の駐車場は市が用意するものであると思うが、その認識はどうなっ

ているのか。なぜ、保護者が負担しなくてはいけないのか。」との質問がなされた。 

 

（専務理事）より「その点については市とも協議をしてきた。教務課管轄の学校敷地内にある支援課

管轄の学童保育所という事で、学校・教務課・支援課とも協議を行ったが、限られた予算で事業を

行っているため、現状は厳しい。1,500 万円の予備費は、27 年度新法施行に向けての人件費に充当

すると総会でも説明した。今回の駐車場借用費は人件費には当たらないが、学童業務を滞りなく遂

行するために必要であると考え、今回提案させて頂いている。」旨の回答がなされた。 

 

（田上副理事長）より「市に予算がないからというが、そもそも市が用意すべきものをなぜ、保護者

が用意するのか。では建物や備品が用意されなければ、保護者が負担するのか。保護者会に持ち帰

った時にこれでは保護者会に説明しにくい。その部分を説明してほしい。」旨のと意見が出された。 

 

（専務理事）より「先程から説明している通り、支援課との数回に渡る協議の結果である。」旨の回答

がなされた。 

 

（田上副理事長）より「予算がないからではなく、本来、市が用意すべきものか保護者が負担するも

のか、どう考えているのか。その認識を知りたい。自分は、土地・建物・備品に関するものは市が

用意すべきであると考えるが、その考えは間違っているのか。」旨の質問がなされた。 

 

（髙木副理事長）より「本来なら専務理事から説明があるべきところではあるが、執行部会で話をし

た時に、当然、田上副理事長意見のとおり本来ならば市で用意されるのが筋とは思うが、9月 1日か

ら指導員は駐車が出来ないという現状にあり、であれば法人として、滞りなく学童業務が遂行でき

るよう法人からの支出で緊急に駐車場を準備する必要があるのではないかと考えた。」旨の説明がな

された。 

 

（田上副理事長）より「本来、市が拠出すべき事である部分については一致で良いか。」との質問がな

された。 

 

（髙木副理事長）より「一致している。しかし、前回執行部会を欠席されたので仕方ないとしても、

本来はこのような意見は執行部会の中でその意見が出されるべきと思う。」との回答がなされた。 

 

（田上副理事長）より「仕事の都合により欠席することは伝えていた。欠席した執行部会の中で自分

の意見が理由なく否決されている（※１）から、原田学童の理事として質問している。理事の皆さ

んが保護者会に持ち帰った時に保護者から同じような質問が出た場合、理事が説明が出来るように



質問形式で聞いているので配慮願いたい。本来、市が用意すべきものと考えているのに、ではなぜ、

それを市に要望しないのか。予算がないからと泣き寝入りするのはおかしいのではないか。」旨の意

見が出された。 

 

（横田理事長）より「市の予算はなく、お金は出せないと言っている。ではその学童運営に必要な駐

車場の確保はなおざりにされてしていいのか。（※２）」旨の意見がなされた。 

 

（田上副理事長）より「要望も何もしないままに法人が支出すれば、市は保護者が負担してくれると

思うのではないか。要望書を出して理屈を市に確認しなければいけない。本来ならば市が負担する

ものであると言い続けなければ、市は今後も保護者が負担すると考えてしまう。」旨の意見が出され

た。 

 

（二日市北学童石橋理事）より「二北指導員の件で時間を頂き申し訳ないが、切羽詰っている状況で

ある。これは行政に言っていかなければならない問題であるし、実際言っていただいていると思う。

が、現実として新学期が始まれば、指導員の駐車スペースはなく保育に支障をきたす。緊急の対応

として保護者会で要望書を出させて頂いた。今後、行政には執行部から要望書を出して頂きたい。

目前に迫っている問題としてお願いした次第である。」旨の説明がなされた。 

 

（田上副理事長）より「駐車場の借用については、反対はしない。借用することで現状を改善できる

のであれば、対応策としては良いが、では 4月以降はどうするのか。7カ月間で 318,500 円であれば、

12 か月では 50万円近くになる。法人会費の 4分の 1にあたる費用をこのまま駐車場借地費用として

充てつづけて良いのか。借用するならば、今後、市にも要望していくという姿勢を示さないと理事

会で承認をするには判断しにくい。『市には法人として強く要望していくが現状改善のために今回の

措置を行う事を理解して貰う』ことが大切である。」旨の意見が出された。 

 

（髙木副理事長）より「今回法人支出で緊急措置として対応するのはやむを得ない。しかし、今後同

じような事例が出た場合には、駐車場も備品と同様であると考えて市に強く要望していく。法人と

しては、27 年度は市で予算化いただくことを要望するという付帯決議を追加して、理事会での審議

をお願いしたい。」旨の説明があり、質問を求めたが質問や異議等はなされなかった。 

 

（議長）より「二日市北小学校学童保育所の指導員駐車スペースの確保に関して、近隣の駐車場借り

上げ料を予備費から流用する件、ただし、駐車場も備品と同様であると考えて市に強く要望してい

くことを条件とする。」について採決を行う旨が伝えられた。 

 

  採決の結果、議決権行使書を含む賛成 23 名、反対 1名で可決された。 

 

（髙木副理事長）より「今後、27年度からの基準次第では指導員の増員等も考えられ、どの学童でも

同様の問題があがると考えられる。今回の要望書提出について『勤務する職員の駐車場確保である

から、保護者会要望書ではない』という考えもあるかと思うが、手続きの整理としては『学童保育

を行うにあたり必要不可欠な指導員の駐車場確保は学童運営に支障をきたす事項』と判断されるこ

と、また、『当該学童の状況等は理事や指導員、保護者会でなければ状況把握が難しいこと』から、

今回同様に『保護者会からの要望書』を原則とすることをお願いしたい。」旨の説明がなされた。 

 

（議長）より「協議事項 ①田上副理事長辞任に係る互選」について、田上副理事長に辞任理由を求

めた。また定款上、後任が決まるまでは業務を遂行することとなっているが、推薦等で指名があっ

た理事については、是非受けて頂きたいとのお願いがあった。 



 

（田上副理事長）より「昨年 5月に副理事長を受けた。日常の業務に於いては支障はなかったが、執

行部会での協議に於いては専務理事を除く 3名は三者三様で意見が合わないことが多々あった。自

分自身、苦しい思いをする一方で、実際に対応にあたっている専務理事に於いても大変苦労を掛け

申し訳ないと思いながら副理事長として携わっていた。しかし、それについても一部から非難の声

が上がり、このような状況で執行部を続けていくことが苦痛になっている。また、副理事長として

執行部を代表して責任ある対応や、説明責任を全ての保護者に果たすことも困難であるとの考えに

至り、今回の辞任を決断した。」旨の説明がなされた。 

  続いて「先ほどの代表者会議でも説明したが、今後、市では条例の制定が予定されており、自分

自身、条例制定に合致しない学童施設があることが最大の課題だと考えている。特に二北は以前か

ら発生していた問題が全く進んでいない。条例制定は、解決のチャンスだと思う。速やかに対応す

る必要があり、市に強く要望していく必要がある。増設や駐車場等の問題を現場としてよくわかっ

ている二北理事が執行部にはふさわしいと考える。二北は保護者主体の運営がしっかりなされてお

り、学校との連携も十分に出来ている。特に石橋理事に於いては運営に詳しく、保護者会規程を作

成された経緯もある。大変な役職であり恐縮ではあるが、是非推薦を受けて頂き学童のために尽力

して頂きたい。」旨の説明がなされ、二日市北学童の石橋理事を副理事長に推薦した。 

 

（議長）より石橋理事に「田上副理事長より辞任の理由が述べられ、また二日市北の石橋理事に副理事長推 

薦の指名があったが、受けて頂けるか。」との提案がなされた。 

 

（二日市北学童石橋理事）より「副理事長は大変な役であり不安もあるが、子ども達のために努めていくので

宜しくお願いします。」旨の言葉があった。 

 

拍手を以て、石橋理事の副理事長就任承認となった。 

 

（議長）より「協議事項 ②福田専務理事辞任に係る今後の体制」について、辞任理由並びに、今後の体制に

ついて福田専務理事に説明を求めた。 

 

（専務理事）より「辞任理由として、素人でありながらこのような立場に在籍することは大変困難であった。周囲

に支えて頂いて自分なりに努力はしてきたが、報酬を頂いてこの職務を遂行することには力が及ばないと痛

感した。27 年度の法改正を前に大変な時期ではあるが、だからこそ基盤のしっかりとした方に業務を遂行し

て頂きたい。専務理事報酬の費用対効果を考え、報酬に見合った業務を行える方に後任をお任せしたい。   

専務理事の職責が自身には負いかねることが辞任の理由であることを理事の皆様にご了承頂きたい。辞任

後の体制については、定款17条第4項によれば辞任後も後任就任まではその業務を行うこととなるが、専務

理事については報酬が発生するため、執行部会では『辞任を承認し、9 月以降の専務理事報酬を発生させ

ないこと』が運営責任の最たるものと考え、当面、執行部が専務不在による業務遂行を行う体制で運営にあ

たることを提案する。理事の皆さまにおいては、専務理事不在による自学童の現状把握として主任指導員お

よび会長との報告連絡相談を確実に行っていただきたい。主任指導員にも今まで以上に些細なことも理事

に相談するように指示する。理事が指導員や保護者会長から相談を受けられ、対応に困られる際は、遠慮な

事務局職員に伝えていただき、その際は執行部が一緒に対応する。また、後任の選任は『公募』とし、就任

は 27 年の５月総会を考えている。場合によっては、4 月から 6 月までは『準備期間』として業務遂行いただく

こともありえるが、現段階では、当面、執行部対応として承認をいただきたいと思う。」旨の説明がなされた。 

 

（議長）より、専務理事の説明について質問を求められた。 

 

（髙木副理事長）より「田上副理事長の辞任を受け、後任を了承して頂いた中で石橋副理事長には申し訳な



いが、専務理事辞任により専務理事不在という状況を抱えてしまった。すぐに公募して後任を決めるよりは、

27 年度の詳細を詰めた後に、専務理事の職責について精査した上で人選したい。当面は指導員、支援課

に対して執行部 3名と事務局で対応していく。理事も会長と連絡を密にし、学童の問題について解決に導き、

また大変な場合には執行部にも連絡を頂きたい。」旨の補足説明がなされた。 

 

（原田学童田上理事）より「専務理事不在となり、今まで専務理事が行ってきた業務を執行部 3人で担うとい

う事だが、新しい専務理事が決まるまでは事務局員を増員して、専務理事が今まで行っていた事務的業務

を任せるというのがどうか。」旨の意見がなされた。 

 

（髙木副理事長）より「そのために福田専務理事に専務理事の職責に於いての改善点などを聞いておく。事

務局員の増員の案もあるが、執行部会に於いて事務局員にも負担が増えることになるが良いかと確認した上

で、当面 3人で遂行すると決定した。主任者会議等への出席は輪番制で対応していく。専務理事の後任が

決まらないままに辞任というのは定款に反するが、顧問弁護士にも相談し、『理事会で諮り承認が得られれ

ばいいのではないか』との助言を頂き、今回協議して頂いた。」旨の説明があった。 

 

（原田学童田上理事）より「2 ヶ月に 1度の理事会で、次は 10月になるため、今日のうちに、事務局増員を上

程し承認を受けておけば、スムーズに進むと思ったまでである。」旨の説明がなされた。 

 

（横田理事長）より「提案は大変ありがたい。まず、この大変な時に副理事長と専務理事が相次いで辞任し、

痛恨の極みである。執行部 4人をまとめられないことに責任を感じている。今後は、髙木副理事長の説明通

り、執行部3名で行っていく。専務理事の仕事は単なる事務ではなくトップマネジメントに属するものではする

ものであり、事務員を増員すれば解決するものでもない。また、事務局員の事務量については、昨年度、事

務業務の簡素化と顧問税理士へのアウトソーシングを行っているため余力がある。27 年度に向けての準備

の中で、事務内容について精査した上で必要があれば提案する。実際に迷惑をかけるのは現場の指導員

であり、また毎月 1回の非常に良いペースで進んでいる支援課との定例会が、これまでのようにいかなくなる

のは不安である。非常勤で、本職をもつ現執行部にも負担が増える。しかし、その部分はトップマネジメント

であり事務局員では代われないため、調整をつけてやるしかない。理事並びに職員皆さんには暫く迷惑をか

けるが宜しくお願いしたい。」旨の説明がなされた。 

 

（議長）より「協議事項 ②福田専務理事辞任に係る今後の体制について、承認頂ける方は挙手をお願いし

たい。」旨が伝えられ、賛成多数で、専務理事の辞任と、辞任に係る今後の体制については承認された。 

 

（髙木副理事長）より、協議事項はすべて終了したことが告げられた。次回理事会は１０月１８日（土） 

１９時３０分から二日市東小学童で行う予定である旨が伝えられ、散会した。 

                                     ２１時５７分終了 

 

 ※１ 執行部会（理事長、副理事長２名、専務理事、事務局職員１名）を欠席する場合は、専務理事から事

前に議題提示がなされるので自分の意見を伝える。専務は執行部からの意見をまとめて執行部会で提案し、

会議終了後は欠席した役員に速やかに報告する。また、理事会の審議事項等については各学童配信前に再

度執行部に専務理事が配信し、特段の意見等がなければ各学童経由で理事に配信の手順で行っている。 

 

 ※２ 今後の補助金のあり方と余剰金の削減について：市との協議では、補助金は当法人の総事業費から保

育料・会費収入を引いた不足分とするところで調整している。（現在、プロパーである専務理事報酬も補

助対象となる。）また、余剰金についても、必要最低限の手持ち資金（1,000 万円～1,500 万円）を残し、

今後数年の補助金の額で調整されることになる。今回の駐車料の支払いについても、来年度以降は総事業

費の一部であり、今年度は余剰金の一部であることから、特に問題ないと考えている。 


